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25 年前から始まった“80 歳で自分の歯を 20 歯以上もとう”という、「8020 運動」の調査から、80

歳で 20 歯を保有するためには、生涯を通じて食習慣や生活習慣に気をつけることが大切で、8020は

第一大臼歯が萌出を開始する時期、すなわち、学校保健から始まることがわかった。そのため 8020

達成ツール「歯の健康づくり得点」票が開発され、その後、幼稚園版、小学校版、中学校版、および

高等学校版も開発された。生活習慣を指標にした要保護児童スクリーニング票も開発された。

健康日本２１最終評価では、8020 者の割合は 20%目標に対して、26.8%で目標値を達成したが、12

歳の一人平均齲歯数減少は目標値(1.0 歯)に達しなかった。これは依然西欧諸国に比べう歯は多い。

歯肉炎予防のデンタルフロス使用率や定期チェック受診率も西欧諸国に比べて非常に低い。

今後の学校における歯・口の健康づくりの進め方では、共通生活習慣病リスクアプローチが重要で

ある。すなわち、児童生徒の健康や疾病は、食生活、ストレス、清潔、自己管理力などの生活習慣が

関係していて、肥満、皮膚病、呼吸器疾患、う歯、歯周病などのいろいろな疾患は共通した発生要因

で生じ、指導は異なる職種が連携して行うことが必要である。また、学校における歯・口の健康づく

りは、生涯保健という立場からの視点が大切で、生活習慣のセルフチェック力育成、すなわち

“Learning to be”の活動といえよう。
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